
上
回
っ
て
い
る
が
、
価
格
上
昇
を
考
慮
す
れ
ば
、
実
質
的
に
は
大
き
な
後
退
と
承
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
（
態
撚
塞
麟
塞
。

の
性
格
が
の
べ
ら
れ
て
い
る
。

売
薬
営
業
者
組
合
第
一
節
で
染
た
一
‐
同
業
組
合
準
則
ノ
範
囲
外
」
の
奈
良
部
売
薬
営
業
者
組
合
の
本
質
は
そ
の
規
約
第
一
条
に
承
ら
れ

と
生
薬
業
組
合
る
よ
う
に
、
政
府
の
売
薬
取
り
締
り
と
売
薬
課
税
政
策
の
下
請
け
機
構
で
あ
っ
た
。
そ
こ
で
は
つ
ぎ
の
よ
う
に
組
織

。

５
大
和
売
薬
の
同
業
組
織

大和売薬同業組合最初の組合事務所

し
か
し
、
一
方
で
薬
品
は
純
良
な
も
の
を
つ
か
う
こ
と
、
親
睦
を
主
と
し
て
「
言
語
文

章
等
ヲ
以
テ
同
業
中
ノ
妨
害
ト
ナ
ル
ベ
キ
事
項
ヲ
宣
布
」
し
な
い
こ
と
、
あ
る
い
は
「
他

あ
る
。 そ

し
て
同
業
者
で
違
約
ま
た
は
不
正
が
あ
っ
た
こ
と
を
知
っ
た
と
き
に
は
組
合
に
通
報

し
、
組
合
は
説
諭
ま
た
は
五
○
銭
か
ら
一
○
円
ま
で
の
違
約
金
を
課
す
る
と
か
、
あ
る
い

は
「
雇
人
不
都
合
ノ
コ
ト
」
が
あ
っ
た
場
合
に
は
そ
の
事
実
を
公
開
す
る
と
と
も
に
そ
の

者
を
組
合
員
が
雇
用
す
る
こ
と
が
で
き
な
い
こ
と
な
ど
の
統
制
手
段
を
も
っ
て
い
た
の
で

我
仲
間
へ
明
治
一
○
年
第
七
号
布
告
売
薬
規
則
ニ
拠
り
、
官
許
ヲ
得
テ
調
整
シ
、
明
治
一
五
年

第
五
一
号
布
告
売
薬
印
紙
税
規
則
二
照
シ
売
薬
印
紙
ヲ
貼
用
シ
タ
ル
売
薬
ヲ
販
売
シ
、
及
上
之
ヲ

附
売
シ
、
又
〈
行
商
ス
ル
ヲ
以
テ
業
ト
ス
。
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一
八
九
六
年
（
明
治
二
八
）
の
「
生
薬
業
組
合
規
約
設
定
願
」
（
態
撫
華
蝋
躍
）
に
よ
れ
ば
、
吉
野
・
宇
智
両
郡
に
産
す
る
生
薬
は
重
要
物

産
の
一
つ
だ
が
、
近
年
は
粗
製
乱
造
の
結
果
、
商
業
者
（
仲
介
人
）
も
農
家
も
と
も
に
赤
字
に
苦
し
ん
で
い
る
と
の
べ
、
と
く
に
吉
野
郡

は
薬
種
栽
培
の
適
地
で
そ
の
生
薬
の
品
質
は
国
内
に
比
類
が
な
い
う
え
、
朝
鮮
産
に
も
ま
さ
り
、
中
国
へ
多
鐙
輸
出
さ
れ
て
き
た
が
、
今

や
ほ
と
ん
ど
朝
鮮
産
に
圧
倒
さ
れ
よ
う
と
し
て
い
る
と
訴
え
て
い
る
。
ま
た
こ
れ
に
対
す
る
郡
長
の
副
申
で
は
、
輸
出
品
で
あ
る
こ
と
を

強
調
し
、
「
近
来
好
商
輩
等
一
時
ノ
利
益
ヲ
図
リ
粗
製
濫
造
ヲ
逼
フ
シ
、
外
商
ヲ
欺
キ
、
漸
ク
市
場
ノ
名
声
ヲ
失
シ
、
販
路
大
二
閉
塞
シ
、

現
二
山
茶
黄
ノ
如
キ
其
粗
製
ノ
タ
メ
売
捌
キ
得
ス
シ
テ
今
更
大
阪
倉
庫
に
積
置
キ
ア
ル
モ
ノ
少
ナ
カ
ラ
サ
ル
趣
二
有
之
」
と
し
て
い
る
。

奈
良
県
令
「
生
薬
業
組
合
取
締
規
則
」
に
よ
る
吉
野
宇
智
両
郡
生
薬
業
組
合
は
こ
の
よ
う
な
事
態
に
対
処
す
る
た
め
、
翌
年
設
立
さ
れ

る
の
で
あ
る
が
、
そ
れ
は
仲
買
い
業
者
と
「
製
造
業
者
」
を
構
成
員
と
し
て
、
つ
ぎ
の
よ
う
な
統
制
行
為
を
行
う
も
の
で
あ
っ
た
。

生
薬
業
界
で
も
同
業
組
織
が
結
成
さ
れ
た
。

人
ノ
売
薬
ヲ
模
擬
シ
、
前
発
売
人
ノ
妨
害
ト
ナ
ル
ベ
キ
所
業
」
を
禁
止
す
る
な
ど
の
自
主
的
な
同
業
組
合
的
規
制
も
お
こ
な
っ
て
い
た
。

こ
の
よ
う
な
組
織
は
他
の
地
区
に
も
存
在
し
て
い
た
と
思
わ
れ
る
が
、
そ
れ
に
つ
い
て
の
資
料
は
皆
無
で
あ
る
。

こ
れ
に
続
い
て
売
薬
と
の
直
接
的
な
関
連
は
さ
き
に
も
承
た
よ
う
に
稀
薄
で
は
あ
る
が
、
粗
製
・
乱
売
で
産
地
崩
壊
の
危
機
に
あ
っ
た

さ
き
に
み
た
よ
う
に
生
薬
は
主
と
し
て
大
阪
の
問
屋
へ
と
流
れ
、
さ
ら
に
そ
の
先
は
輸
出
さ
れ
る
も
の
が
多
く
、
県
内
消
費
は
取
り
締

③
組
合
と
取
り
引
き
契
約
の
あ
る
大
阪
問
屋
と
の
承
取
り
引
き
す
る
。
た
だ
し
検
査
済
で
組
合
経
費
を
前
納
し
た
場
合
に
は
こ
の
限
り
で
は
な
い
。

④
組
合
地
域
内
で
生
薬
業
を
開
業
し
よ
う
と
す
る
も
の
は
組
長
に
届
け
出
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

②
組
合
の
発
行
す
る
商
標
を
携
帯
し
な
い
仲
買
い
人
と
は
取
り
引
き
し
な
い
。

①
製
品
は
原
則
と
し
て
大
阪
市
湊
町
で
検
査
し
、
証
印
を
押
捺
す
る
。
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南
蔦
城
郡
を
い
れ
て
四
郡
と
な
っ
た
。

そ
の
後
の
動
き
は
『
奈
良
県
薬
業
史
』
資
料
編
に
く
わ
し
い
が
、
翌
年
奈
良
県
知
事
認
可
の
直
後
に
葛
城
税
務
署
長
の
発
議
に
よ
っ
て

北
葛
城
郡
を
組
合
地
域
に
入
れ
、
定
款
を
作
成
し
て
創
立
総
会
を
ひ
ら
い
た
の
は
四
月
九
日
、
農
商
務
大
臣
の
認
可
は
八
月
一
五
日
と
事

態
は
関
係
者
の
努
力
に
よ
っ
て
急
速
に
進
展
し
た
。
一
九
一
三
年
（
大
正
二
）
に
は
磯
城
郡
を
編
入
し
、
組
合
地
域
は
当
初
の
高
市
郡
と

同
組
合
の
「
創
立
二
関
ス
ル
経
過
報
告
」
（
繍
熊
醗
繰
壁
鎮
）
に
よ
れ
ば
、
大
和
売
薬
の
成
長
堅
‐
往
古
雪
リ
本
邦
到
ル
処
ヲ
凌
駕
セ

ル
富
山
県
売
薬
業
者
ヲ
圧
倒
ス
ル
趨
勢
ヲ
呈
」
し
、
こ
れ
に
対
抗
し
て
富
山
県
業
者
は
同
業
組
合
を
つ
く
り
、
「
製
薬
ノ
改
善
、
諸
種
ノ

悪
弊
ヲ
矯
正
ス
ル
等
斯
業
ノ
面
目
ヲ
一
新
シ
タ
レ
ハ
」
需
要
は
復
旧
し
、
大
和
を
圧
倒
す
る
よ
う
な
勢
を
と
り
も
ど
し
た
と
い
う
状
勢

が
、
業
者
を
促
し
て
組
合
結
成
を
提
起
さ
せ
た
と
さ
れ
て
い
る
。
と
き
は
一
九
○
四
年
（
明
治
三
七
）
で
あ
り
、
そ
の
口
火
を
切
っ
た
の

こ
の
動
き
は
日
露
戦
争
に
よ
っ
て
中
断
さ
れ
、
同
人
一
ぶ

を
再
開
し
た
の
は
一
九
一
○
年
（
明
治
四
三
）
で
あ
っ
た
。

り
の
対
象
と
も
な
ら
な
い
ほ
ど
で
あ
っ
た
。
す
で
に
こ
の
時
期
に
生
薬
と
売
薬
と
の
関
連
は
断
絶
し
て
い
た
の
で
あ
る
。

に
卿
冒
虐
司
鴬
さ
き
に
も
承
た
よ
う
に
、
大
和
売
薬
同
業
組
合
は
一
九
二
年
（
明
治
四
四
）
に
奈
良
県
知
事
に
よ
っ
て
認
可
さ
れ

は
前
記
の
西
川
清
保
と
い
わ
れ
て
い
る
。

初
代
組
長
は
三
光
丸
本
店
の
米
田
徳
七
郎
、
二
代
目
は
一
九
二
三
年
（
大
正
二
一
）
就
任
の
さ
き
に
ふ
れ
た
米
田
元
、
つ
い
で
一
九

二
五
年
（
大
正
一
四
）
に
は
キ
ク
テ
ン
グ
本
舗
中
嶋
太
兵
衛
が
三
代
目
の
組
長
と
な
っ
た
。

大
和
売
薬
同
業
・
言
一
厘
１
－

組
合
の
設
立
た
。

こ
の
同
業
組
合
は
、
一
八
九
七
年
（
明
治
三
○
）
の
重
要
輸
出
品
同
業
組
合
法
を
内
需
部
門
に
も
拡
大
適
用
す
る
た
め
に
改
正
し
た
重

同
人
が
前
記
印
刷
業
者
山
本
巳
之
吉
や
御
所
町
の
薬
業
家
た
ち
と
は
か
っ
て
設
立
運
動
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持
を
最
大
の
目
標
と
す
る
自
主
的
な
調
整
・
統
制
組
織
で
あ
っ
た
。

で
あ
り
、
信
用
事
業
の
一
部
を
除
い
て
は
、
ほ
と
ん
ど
農
業
部
門
に
そ
の
活
動
が
限
定
さ
れ
た
の
に
対
し
、
同
業
組
合
は
こ
の
よ
う
な
経

済
事
業
は
行
わ
ず
、
輸
出
振
興
、
輸
入
代
替
に
よ
る
外
貨
獲
得
・
節
約
を
目
指
し
、
粗
製
乱
造
に
よ
る
共
倒
れ
を
防
ぎ
、
業
界
秩
序
の
維

し
か
し
同
時
に
農
商
務
省
の
所
管
で
あ
る
同
業
組
合
の
結
成
に
税
務
署
長
が
関
与
し
た
り
、
あ
る
い
は
さ
き
に
み
た
よ
う
な
不
正
行
商

者
の
当
局
（
警
察
）
へ
の
申
告
な
ど
、
取
り
締
り
行
政
の
下
で
の
自
主
規
制
組
織
と
し
て
も
機
能
し
た
の
で
あ
る
。

大
和
売
薬
同
業
組
合
定
款
第
七
条
は
組
合
の
業
務
の
範
囲
を
つ
ぎ
の
よ
う
に
規
定
し
て
い
る
。

要
物
産
同
業
組
合
法

同
じ
時
期
に
生
ま
れ
た
産
業
組
合
が
購
買
・
販
売
・
利
用
・
信
用
な
ど
各
種
の
経
済
事
業
を
行
う
協
同
組
合
原
則
を
基
本
と
し
た
組
織

④
行
政
や
議
会
に
対
す
る
建
議
と
諮
問
に
対
す
る
応
答
。

、
粗
鋤
新
乱
造
、
乱
売
の
矩
正
と
原
蜘

②
他
府
県
の
同
業
組
合
と
の
連
携
。

③
業
務
上
の
利
害
得
失
に
関
す
る
率

③
営
業
上
不
正
の
行
為
者
の
処
分
。

⑥
組
合
員
の
扱
う
商
品
の
保
護
の
た
め
の
標
章
の
専
有
登
録
。

⑦
行
商
人
の
風
儀
の
矯
正
・
信
用
保
全
・
知
識
増
進
の
た
め
の
取
締
と
保
護
。

⑤
輸
出
市
場
の
開
拓
。

⑩
内
外
優
良
売
薬
標
本
の
収
集
。

⑨
大
和
売
薬
の
改
良
発
達
に
資
す
る
事
業
の
保
護
奨
励
。

乱
売
の
矯
正
と
原
料
お
よ
び
製
剤
の
検
査
。

に
も
と
づ
く
制
度
で
あ
る
。

調
査
。
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ぱ
、
以
下
の
と
お
り
で
あ
る
。

ま
ず
同
業
組
合
の
下
部
組
織
と
し
て
、
地
方
薬
業
会
が
業
者
の
密
集
し
て
い
る
と
こ
ろ
は
一
町
村
ご
と
に
、
そ
う
で
な
い
と
こ
ろ
は
複

数
の
町
村
を
連
合
し
て
、
一
九
一
三
年
（
大
正
二
）
か
ら
逐
次
組
織
さ
れ
て
い
く
。
ト
ッ
プ
を
切
っ
た
の
は
北
葛
城
郡
と
忍
海
村
愈
輪
）

ぎ
の
よ
う
な
諸
条
項
で
あ
る
。

以
上
の
よ
う
な
同
業
組
合
の
活
動
の
う
ち
、
売
薬
営
業
税
・
売
薬
印
紙
税
・
同
戻
税
関
係
や
売
薬
検
査
、
あ
る
い
は

同
業
組
合
の
業
績

不
正
行
商
人
取
り
締
り
に
つ
い
て
は
、
そ
れ
ぞ
れ
の
と
こ
ろ
で
ふ
れ
た
が
、
そ
の
ほ
か
の
活
動
に
つ
い
て
一
括
す
れ

⑥
前
条
の
原
料
品
は
薬
種
商
に
返
還
し
、
心

間
の
取
り
引
き
停
止
と
す
る
（
第
八
五
条
）
。

④
検
査
は
原
料
の
良
否
お
よ
び
薬
味
分
量
に
変
更
が
な
い
か
に
つ
い
て
行
う
（
第
八
二
条
）
。

⑤
粗
悪
ま
た
は
不
正
の
原
料
品
は
押
収
す
る
か
、
封
印
し
て
本
人
に
保
管
さ
せ
る
（
第
八
四
条
）
。

⑥
前
条
の
原
料
品
は
薬
種
商
に
返
還
し
、
代
金
を
還
付
さ
せ
る
。
こ
れ
を
承
知
し
な
い
薬
種
商
に
つ
い
て
は
、
組
合
員
に
周
知
せ
し
め
る
と
と
も
に
二
年

①
請
け
売
り
者
は
定
価
を
減
額
し
て
吸
売
し
、
ま
た
「
添
物
」
を
し
て
販
売
し
て
は
な
ら
な
い
（
第
一
九
条
）
。

②
他
の
組
合
員
が
雇
用
し
て
い
る
行
商
人
、
臓
人
は
そ
の
組
合
員
の
承
諾
な
し
に
引
き
抜
い
て
は
な
ら
な
い
（
第
二
五
条
）
。

③
組
合
員
は
そ
の
雇
川
す
る
行
商
人
、
雇
人
お
よ
び
組
合
員
の
製
侃
を
販
売
す
る
行
商
人
に
行
商
に
つ
い
て
の
諸
規
定
を
守
ら
せ
る
義
務
が
あ
る
（
第
二

六
条
）
。

⑫
業
務
上
の
紛
争
の
仲
裁
・
調
停
。

こ
の
よ
う
な
業
務
の
な
か
で
と
く
に
注
目
し
な
く
て
は
な
ら
な
い
の
は
、
さ
き
に
ゑ
た
不
正
行
商
者
の
取
り
締
り
条
項
の
ほ
か
に
、
つ

⑪
統
計
の
整
備
。
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…鋤…
定
款
第
一
九
条
の
請
け
売
り
乱
売
防
止
に
つ
い
て
は
、
一
九
一
四
年
（
大
正
三
）
に
二
人
に
対
し
て
過
怠
金
各
一
○
円
、
翌
年
一
人
に

対
し
同
二
○
円
の
処
分
が
行
わ
れ
、
一
九
一
七
年
（
大
正
六
）
に
は
五
件
、
三
三
戸
に
対
し
て
調
査
を
行
い
、
訓
戒
ま
た
は
注
意
に
止
め

た
も
の
五
件
で
あ
り
、
「
近
時
梢
矯
弊
の
実
を
挙
げ
つ
つ
あ
り
」
と
し
て
い
る
。
そ
の
後
の
処
分
の
記
録
は
な
く
、
た
と
え
ば
一
九
一
九

年
（
大
正
八
）
に
は
「
近
来
濫
売
の
声
を
耳
に
せ
ず
」
と
報
告
さ
れ
て
い
る
●

つ
ぎ
に
一
営
業
上
の
弊
害
」
除
去
の
た
め
に
は
、

選
ん
で
、
改
良
研
究
に
の
り
出
し
た
の
は
、
組
合
《

は
「
漸
次
良
好
」
で
あ
っ
た
と
さ
れ
て
い
る
。

製
品
検
査
に
つ
い
て
は
一
九
一
三
年
（
大
正
二
）
に
検
査
対
象
点
数
五
一
四
点
の
う
ち
、
効
能
書
の
誤
り
二
四
点
、
有
害
丸
衣
二
点
、

そ
の
他
一
点
が
あ
り
、
一
九
一
八
年
（
大
正
七
）
に
は
原
料
薬
品
の
騰
貴
と
増
産
に
よ
っ
て
「
自
然
粗
製
に
流
る
る
も
の
な
き
や
」
と
い

う
の
ぐ
五
一
四
戸
を
巡
回
し
、
調
査
方
数
二
○
一
八
方
、
効
能
書
記
事
の
事
実
と
の
相
違
四
八
点
、
仕
上
げ
量
の
相
違
二
三
六
点
、
誇

張
と
認
め
ら
れ
る
記
事
七
点
、
原
料
貯
蔵
法
注
意
三
件
、
諸
帳
簿
の
誤
記
・
違
算
・
不
整
理
四
件
、
包
装
不
完
全
そ
の
他
の
注
意
事
項
六

ま
た
、
県
内
の
大
和
売
薬
同
業
組
合
地
域
外
の
同
業
者
を
集
め
て
同
業
者
連
合
委
員
会
を
つ
く
り
、
一
九
一
四
年
（
大
正
三
）
の
売
薬

法
成
立
に
と
も
な
う
施
行
規
則
・
施
行
細
則
制
定
に
つ
い
て
は
業
界
側
か
ら
の
意
見
陳
情
を
お
こ
な
っ
た
。

同
業
組
合
の
全
国
組
織
と
し
て
は
一
九
一
四
年
（
大
正
三
）
に
富
山
・
石
川
・
福
井
・
滋
賀
・
奈
良
・
京
都
・
大
阪
・
和
歌
山
・
兵
庫

の
九
府
県
の
同
業
組
合
が
中
央
売
薬
業
同
盟
会
を
つ
く
り
、
翌
年
に
は
奈
良
市
で
第
二
回
代
議
員
会
を
開
催
し
た
。

で
あ
っ
た
。
こ
の
組
織
は
地
域
の
組
合
員
と
関
係
行
商
人
を
そ
の
構
成
員
と
し
、
｜
‐
協
同
一
致
親
善
円
満
を
は
か
り
、
営
業
上
の
弊
害
を

矯
正
し
其
利
益
を
増
進
せ
し
む
る
」
こ
と
を
目
的
と
し
、
設
立
に
は
同
業
組
合
か
ら
補
助
費
が
支
出
さ
れ
た
。

に
は
、
不
完
全
な
包
装
が
さ
ま
ざ
ま
な
弊
害
を
も
た
ら
し
て
い
る
の
で
、
一
七
人
の
委
員
を

組
合
設
立
の
翌
年
で
あ
っ
た
。
五
種
類
の
見
本
を
選
び
、
そ
の
実
行
を
督
励
し
て
そ
の
結
果
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二
件
と
い
う
結
果
で
あ
っ
た
。
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